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はしがき

2000年3月宮崎県で92年ぶりに口蹄疫が発生し、翌2001年8月には千葉県でBSE

が発見され、さらに2004年1月には山口県で79年ぶりに高病原性トリインフルエン

ザが発生し、我が国では2000年以降、監視伝染病が相次いで勃発してきている。欧州

でも10年以上先行して同様の状況が起こってきている。その結果、世界的に食料・農

業行政においては、食の安全・安心の確保が最重要政策課居となってきている。そのた

めには、フードチェインの各段階での清浄化が求められるが、生産段階では伝染病の蔓

延防止という清浄化に加え、さらに家畜の健康保持が極めて重要との認識に至っている。

そして家畜の健康保持には、肉体的並びに精神的ストレスの軽減、すなわち家畜福祉が

重要と認識されるに至っている。この罷職に基づき、0IE（世界獣疫事務局）では、2005

年輸送とと穀に関する家畜福祉に関する国際ガイドラインを作成し、2010年までには、

飼育管理に関する家畜福祉ガイドラインを作成する予定である。我が国も0相への加

盟国であり、このような状況の中で、国際的な共同歩調が求められる。すなわち、家畜

福祉への対応であり、農林水産省は（社）畜産技術協会を通じ、2005年以降家畜福祉

に関する検討会・勉強会を開催してきている。このように、家畜福祉は今や、理念・基

礎研究の時代から、実行・応用研究の時代に入ったといえる。

家畜福祉を保証する原則は5フリーダムスと認識されており、それらは（》餌と水の適

正給与、②ストレスを起こさない物理環境の提供、③病気や怪我の回避、④恐怖や不安

を与えない管理、⑤正常に行動できる飼育環境の整備（自由に動け、仲間と付き合え、

欲求行動の実行など）である。これら全ての充足が、家畜の肉体的並びに精神的ストレ

スの軽減に通じ、ひいては健康の保持に通じるわけである。すなわち実用化とは、この

ような家畜福祉の各側面の統合化であり、それを理論的・科学的に支える応用研究（統

合研究）が今求められているわけである。このような時代背景の中で、本研究を実施し

た。

本研究は3部からなり、それらは1．行動変化を指標とした家畜福祉飼育総合評価法

の開発、2．生理変化を指標とした家畜福祉飼育総合評価法の開発、そし七3．家畜福

祉輸送総合評価法の開発、であった。1はまさに実用化研究であり、家畜福祉の総合化

提案を目指した。まず、ドイツ語文化圏で使用されている家畜福祉総合評価法である

ANHA山malNeed8Imdex）法を我が国の酪農及び肉牛生産に適用した。そして本法は、

放飼・放牧期間に偏重していることを明らかにした。さらに、①改良ANI（AnimalNeedB

Index）法並びに家畜福祉の基本原則である5フリーダムスに基づいた家畜福祉飼育基

準を作成した。②評価法改良のため、身繕い行動並びに人との関係の指標である逃走距

離に関する基本的知見を収集した。③福祉評価においては、動物の情動評価も重要であ

ることから、ウマを使い、快・不快に関する行動的指標を明らかにし、それは飼育方式

評価に有効であることを明らかにした。2は基礎研究である。これまで研究されてきた

ストレス指標（生物学的適応度指標）ではなく、福祉のもう1つの本体である情動の生



理的指標を探査した。その結果、ニワトリの脳内生理活性物質のうちエンドルフィン

伍D）が快情動の変化を捉えるのに適していること、またEDがMu受容体を介してス

トレス反応の調節にも関与することを明らかにした。また、輸送時の福祉レベルを反映

する免疫指標を検索し、末梢血のNX細胞数やConA刺激全血培養上溝中のIFN・γ産

生量が有用であることを明らかにした。3は、輸送における福祉に関する実用研究であ

る。RSPCAの福祉椋準に基づき、我が国の家畜市場に来場する家畜運搬車輌を対象は、

福祉性評価を実施した。また、国内における子牛の長距離輸送および肥育牛の屠畜場へ

の輸送について、行動・生理・生産指標に基づくストレス評価を行った。RSPCA（王立

動物虐待防止協会）の標準に基づく評価では、国内の運搬車輌は概ね福祉的要件を満た

していたが、一部、積込路の便斜角度とそこからの落下防止策に改善の余地のあること

を明らかにした。国内輸送時のストレス評価では、明確な四季を有する我が国では、季

節によりウシに対して負荷されるストレス要田が異なることが確認され、季節に応じた

福祉的配慮が必要であることを示した。

以上の成果を論文や著書として公表した。科学誌のみならず生産者・実需者向けの一

般誌、並びに納税者・消費者向けの著書としても公表した。実用研究であるがゆえに、

その成果は科学者・生産者・実需者・納税者・消費者に還元されるべきものと考えたか

らである。幅広い利用を期待するところである。
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52・Kosako T，FukaSaWaM，KohariD，OikawaK，TbukadaH，The e飴ctof

approach direction and pace onflight diBtanCe Ofgra由ng beefbreeding cowS．

AmimalScienceJoumal，Gnpre88）

53・KohariD，KoSakoT，FukaSaWaM，TBukadaH，Tree・gmOmlngforgrazlng

Cattleandtheirtreetexturepreference，AnimalScienceJournal，（incontribution）

54・Ⅰ8hizaki，HandXariyaY，We馳releve180fcattleduringtran8pOrtreflect

CirculatingNXcencount乱TheVeterinaryJournal，Gncontribution）

55・Abe，N．，Therelationshipbetweentongue・playbehaviorandvibCeradlSeaSe

aRerSlaughterinbeefcattle．AppliedAminalBehaviOurScience，（incontribution）

56■安部直凰牛の旋毛位置と対人反応性との関連性日本畜産学会誌，（投稿中）

（2）学会発表

1・Nin0miyaS，SatoS，KuSunOSeR，MitumasuTandObaraY，Behavioural

indicator80f缶u8trationandplea8urein8tabledhorses．InternationalSocletyfor

AppliedEthology・August，2005・AzabuUniversity，Japan



2．Seo，Tl，Wel払rea88eSSmentOnJapaneSedairy払rm8uSingtheAninalNeeds

Index．3rdIntemationalWorkshopASSe88mentOfAnimalWelLhre atFaLrn and

GroupLevel．Sep．2005．，ViennaUniversityVienna．

3．小針大助、小迫孝実、深澤充、塚田英晴、佐藤衆介，AM35IJ2000・Cattleによる

放牧飼育環境の評価．第104回日本畜産学会大会．2005年3月．東京大学．

4．光増武志，二宮茂，青山真人，杉田昭栄，楠瀬見餌報酬の違いがウマのオペラン

ト条件付けに及ぼす影響．応用動物行動学会，2005年3月∴東京大学

5．二宮茂，佐藤衆介，横瀬良光増武志，小原裏町ウマにおける餌報酬に対するオ

ペラント反応．日本畜産学会，2005年3臥東京大学

6．二宮茂・佐藤文夫・楠瀬見ウマにおける熊癖発現に伴う血祭中ホルモン動態．日

本畜産学会大会，2005年9月．北海道大学．

7．小迫孝実、深澤充、塚田英晴，放牧開始時における人の接近に対する黒毛和種雌繁

殖牛の反応．第104回日本畜産学会大会．2005年3月．東京大学

8．小針大助、安江健，母子間および離乳子牛間の離乳ストレス反応の同調性．第10

5回日本畜産学会大会．2005年9月．北海道大学

9．瀬尾哲也，ANI（AnimalNeedSIndex）による乳牛の福祉レベルの評価．日本家畜管

理学会・応用動物行動学会合同2006年度春季研究発表会．2006年3月．九州大学

10．小針大助、小迫孝実、塚田英晴、深澤兄放牧地の飼育環境評価における樹木の

エンリッチメント効果．第106回日本畜産学会大会，2006年3乱九州大学

11．小迫孝実、小針大助、塚田英晴、深澤充，放牧牛による樹木のグルーミング利用

の実態．第106回日本畜産学会大会．2006年3月．九州大学

12．二宮茂，佐藤衆介，小原嘉明，楠瀬島舎飼ウマにおける行動的欲求不満・充足

指標を用いた視覚的環境エンリッチメントの福祉評価．応用動物行動学会．2006年

3月二九州大学

13．植竹勝治・大橋暁代・石渡俊江・江口祐輔・田中智夫，肥育素牛の輸送車両にお

ける福祉水準の評価（中間報告）．日本畜産学会第106回大会．2006年3月．九州大学

14．石渡俊江・植竹勝治・江口祐輔・田中智夫，長距離輸送における家畜運搬車内の

環境条件と肥育素牛の行動・生理的反応（予報）．日本畜産学会第106回大会，2006年

3月．九州大学

15．Uetake，K．，As8eSSmentOft，hewel払reofcattletran8POrtedinJapanSOaStO

complywiththe EU animaltransport regulation．The XIIthAAAP Anim．Scl．

Congres82006．2006年9月．韓国・釜山，BEXCO

16．IShiwata，TリK Uetake，Y EguChi and T．Tanaka，ThermalandphySical

condition80fatruCk，andbehavioralandphy8iologicalreaction80fsteeminlong

dietanCetranBPOrt．TheXHthAAAPAnim．Sci．CongreSS2006．2006年9月．韓国・

釜山，BEXCO



17・石崎宏、佐屋幸弘、佐藤衆介，短時間輸送がウシの免疫系遺伝子群に及ぼす影響．

日本畜産学会第106回大会．2006．3‥九州大学

18・木下楽，産卵鶏の肝臓グリコーゲンおよびトリグリセリドに及ぼす暑熱感作の影

響．日本家禽学会春季大会．2006年3凡九州大学

19．二宮　茂・田中繁史・佐藤衆介，黒毛和種繁殖雌牛におけるブラシと同種個体の

顔画像に対する要求嵐日本畜産学会第107回，2007年3月．麻布大学．

20．二宮茂・田中繋史・佐藤衆介，肉用種育成牛の福祉性に及ぼす飼育環境エンリッ

チメントの効果．日本畜産学会第108臥2007年9月．岡山大学．

21・植竹勝治・石渡俊江・江口祐輔・田中智夫，肥育素牛の輸送車両における福祉標

準の達成状況．日本畜産学会第107回大会．2007年3月．麻布大学

22・石渡俊江・権竹勝治・江口祐輔・田中智夫，長距離輸送における家畜運搬車内の

環境条件と肥育素牛の行動・生理反応．日本畜産学会第107回大会2007年3凡麻布

大学．

23．石渡俊江・植竹勝治・江口祐輔・田中智丸長距離輸送直後における牛の行動お

よび滞在場所選択の季節と性による違い．日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同

2007年度春季研究発表会．2007年3凡麻布大学

24．谷岸真衣t石渡俊江・植竹勝治・江口祐輔・田中智気肥育素牛の哺乳方式によ

る長距離輸送に伴うストレス反応性の違い．日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同

2007年度春季研究発表会．2007年3月．麻布大学

25・Ishiwata，T・，KUetake，YEguchiandT．Tanaka，StresSlevelofsteersinlong

distancetran8pOrtinJapan．2007ADSAPSAAMPAASASJointMeeting，2007年7

月．SanAntonio，HenryBGonzalezConventionCenter

26・Uetake，K，TlI8hiwata，YEguchiandT．Tanaka，WehhreaS畠eSSmentOfcattle

transportedinJapan．2007ADSAPSAAMPAASASJointMeeting，2007年7凡San

Antomi0，HenryBGonヱalezConventionCenter

27・′」、追考実、小針大助、笈川久美子、深澤充、塚田英隠人の接近方向および速度

が放牧牛の逃走距離に及ぼす影響．第107回日本畜産学会大会2007年3月．麻布大

学

28．小針大助、小路みずき、小追考晃牛の逃走距離に及ぼす給餌・滞在位置・子牛

の存在・群密度・飼育環境の影響．第107回日本畜産学会大会2007年3月．麻布大
学

29．深澤充、小追考実、塚田英晩異なる農場で生産・育成された黒毛和種雌牛の管

理作業時の取扱い易さ．第108回日本畜産学会大会．2007年9月．岡山大学

30．瀬尾哲也，酪農家の家畜福祉に関する意識調査．第108回日本畜産学会大会，

2007年9月．岡山大学

31．瀬尾哲也，ANI（AnimalNeed8Index）の改良とそれによる乳牛の福祉レベルの評



価．日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同2007年度春季研究発表会，2007年3月．

麻布大学

32．瀬尾哲也改良ANI（AnimalNeedSIndex）法による乳牛の福祉レベルと生産性・

健康性との関係．日本家畜管理学会・応用動物行動学会合同2008年度春季研究発表会．

2008年3月．常磐大学

33．並川幸子、小針大助，時間差離乳による子牛の行動的ストレス反応の同調性．第

109回日本畜産学会大会．2008年3月．常磐大学

（3）図書

1．佐藤衆九アニマルウェルフェア．pp．1・194．東京大学出版会．2005．

2．佐藤衆介，豚との付き合い方を考える．in．養豚場実用ハンドブック．pp．222・225，

チクサン出版社．東京．2006．

3．瀬尾哲也（柏村文郎　総監修），新版　酪農用簿解説（家畜行動部門監修）．Daily

Japan．pp1－343．2007．

4．植竹勝隠イギリスの法律にみた輸送時の家畜福祉．チクサン出版社ppト32．2008．

研究成果による産業財産権の出願・取得状況

なし



（成果抜粋）

1．行動変化を指榛とした家畜福祉飼育総合評価法の開発
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